
Ａ　「話すこと・聞くこと」の評価規準
知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

相手を見て話したり聞いたりする
ことにより、聞き手の反応を見なが
ら話したり、同感や共感、疑問な
ど、話に対する反応を示したりして
いる。

相手や目的に応じて、丁寧な言葉
を使うなど、敬体と常体との違いに
注意して話している

説明をする中心と、その事柄に興
味をもった理由や事例など、情報と
情報との関係について理解してい
る。

「話すこと・聞くこと」において、日常
生活の中で興味や関心をもっていること
や、本や文章を読んだり人に聞いたりしな
がら調べたことから、説明や報告をする必
要のある事柄を選んでいる。

「話すこと・聞くこと」において、分か
りやすい理由や事例を挙げながら、話の中
心が明確になるように話の構成を考えてい
る。

「話すこと・聞くこと」において、話の
中心を明確に捉えて話すとともに、目的や
場の状況などを意識し、抑揚や間の取り方
などを工夫している。

「話すこと・聞くこと」において、事柄
の順序など話の組み立てを意識しながら話
の要点を捉えたり、自分が聞きたいことは
何かを確かめたりしながら聞いている。

興味をもっていることや調べたこ
とを相手に分かりやすく伝えるため
に、学習の見通しをもって、伝える
必要のある事柄を選び、進んで話の
構成を考えて話し方を工夫したり、
聞き手の反応を見ながら話したりし
ようとしている。

相手を見て話したり聞いたりする
とともに、聞き手の反応を見ながら
話したり、同感や共感、疑問など、
話に対する反応を示したりしてい
る。

相手や目的に応じて、丁寧な言葉
を使うなど敬体と常体との違いに注
意して話している。

話の中心と、それを支える理由や
事例など、情報と情報との関係につ
いて理解している。

「話すこと・聞くこと」において、目的
を意識して集めた材料を共通点や相違点に
着目しながら比べたり分類したりしてい
る。

「話すこと・聞くこと」において、話し
手が伝えたいことの中心を捉えるととも
に、自分が聞きたいことの中心を明確にし
て聞き、必要な内容を記録したり、分から
ない点や確かめたい点を質問したりしてい
る。

学習課題に沿って、情報を集めた
り発表したりする活動を通して、話
の中心とそれを支える理由や事例を
理解し、集めた材料を進んで共通点
や相違点に着目しながら比べたり分
類したりしようとしている。

言葉には、自分の思考や感情を表
す働きがあることに気付いて話した
り聞いたりしている。

相手を見て話したり聞いたりする
ことで、聞き手の反応を見ながら話
したり、同感や共感、疑問など、話
に対する反応を示したりしている。

「話すこと・聞くこと」において、日常
生活の中で興味や関心をもっていることか
ら話し合うために必要な事柄を提案し、話
し合いたいことを決めている。

「話すこと・聞くこと」において、互い
の意見の共通点や相違点に着目し、互いの
意見を比較したり、それぞれの考えの根拠
などに目を向けたりしながら考えをまとめ
ている。

グループで話し合う活動を通し
て、積極的に話に対する反応を示
し、互いの意見を比較したり、考え
の根拠に目を向けたりしながら考え
ようとしている。
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「情報を集めたり発表したりする活動」

「グループで話し合う活動」

「調べたことを話したり聞いたりする活動」



言葉には、自分の思考や感情を表
す働きがあることに気付いて話した
り聞いたりしている。

相手を見て話したり聞いたりする
とともに、聞き手の反応を見ながら
話したり、同感や共感、疑問など、
話に対する反応を示したりしてい
る。

話の中心と、それを支える理由や
事例など、情報と情報との関係につ
いて理解している。

「話すこと・聞くこと」において、興味
や関心をもっていることから話し合うため
に必要な事柄を、結論を一つにまとめると
いうことを意識して提案し、話し合いたい
ことを決めている。

「話すこと・聞くこと」において、話し
合う目的や必要性を意識して話合いを進め
るために、司会者、提案者、参加者それぞ
れの役割を理解し、話題に沿って話合いを
進めている。

今までの学習を生かして学級全体
で話し合う活動を通して、聞き手の
反応を見ながら話したり、自分の役
割を意識したりしながら、積極的に
話題に沿って話合いを進めようとし
ている。

Ｂ　「書くこと」の評価規準
知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

主語と述語の関係、修飾と被修飾
との関係、指示する語句と接続する
語句の役割、段落の役割について理
解している。

考えとそれを支える理由や事例、
全体と中心など情報と情報との関係
について理解している。

比較や分類の仕方、必要な語句な
どの書き留め方、引用の仕方や出典
の示し方、辞書や事典の使い方を理
解し使っている。

読書が、必要な知識や情報を得る
ことに役立つことに気付いている。

「書くこと」において、身の回りの事柄
や学習したことなどについて、不思議に
思ったり疑問に思ったりしたことから調査
したい題材を決め、相手や目的を意識し
て、集めた材料を比較・分類して、伝えた
いことを明確にしている。

「書くこと」において、書く目的や必要
に応じて理由や事例を挙げていることが読
み手にも伝わるように表現を工夫してい
る。

「書くこと」において、事実をもとに、
情報の収集や題材の設定が明確になってい
るかなど文章に対する感想や意見を伝え合
い、自分の文章のよいところを見付けてい
る。

身の回りの事柄や学習したことな
どを報告する活動を通して、学習の
見通しをもち、相手や目的を意識し
て取材をしたり、集めた情報の関係
性を考えたりしながら、進んで報告
文を書こうとしている。

漢字と仮名を用いた表記、送り仮
名の付け方、改行の仕方を理解して
文や文章の中で使うとともに、句読
点を適切に打っている。

「書くこと」において、行事の案内を伝
える相手や目的に応じて、伝える事柄を決
めている。

「書くこと」において、書いた案内文を
読み返し、必要な情報が漏れなく書かれて
いるか、相手や目的にあった文末表現に
なっているかなどを確かめている。

学習の見通しをもち、読み手を意
識しながら情報の過不足を考えた
り、読み手にとって読みやすい書き
ぶりになっているかを考えたりしな
がら、進んで書こうとしている。

漢字と仮名を用いた表記、送り仮
名の付け方、改行の仕方を理解して
文や文章の中で使うとともに、句読
点を適切に打っている。

丁寧な言葉を使うとともに、敬体
と常体との違いに注意しながら書い
ている。

「書くこと」において、読み手に伝えた
い思いや考えが明確になるように、事例や
理由を明らかにして文章を書いている。

「書くこと」において、手紙を読み返し
て、送り仮名、句読点、敬体と常体の使い
分け等の間違いを正したり、相手やお礼を
する目的を意識した表現になっているかを
確かめたりして文章を整えている。

お礼の手紙を書く活動を通して、
読み手にお礼の気持ちを伝えたいと
いう意識をもち、表記の仕方や言葉
遣いに対して注意しながら、感謝の
気持ちを込めてお礼の手紙を書こう
としている。

「行事の案内文を書く活動」

「お礼の手紙を書く活動」

「学級全体で話し合う活動」

「調査報告文を書く活動」



丁寧な言葉を使うとともに、敬体と
常体との違いに注意しながら書いて
いる。

言葉には、考えたことや思ったこと
を表す働きがあることに気付いてい
る。

様子や行動、気持ちや性格を表す
語彙の量を増し、文章の中で使って
いる。

「書くこと」において、身近なことの中
から、自分の思いに合った情景や自分の心
を動かした出来事を詩の題材として選び、
集めた材料を比較したり分類したりして、
伝えたいことを明確にしている。

「書くこと」において、詩の題材の中か
ら自分の気持ちを表現するのにふさわしい
場面や情景を選んで、詩の書き表し方を工
夫している。

「書くこと」において、詩を読み、心に
残った表現や改行形式などの書き方の巧み
さについて意見を述べ合い、自分の表現の
よいところを見付けている。

身近なことの中から題材を選んで
詩を書く活動を通して、自分の気持
ちを表現する楽しさを感じながら、
語彙の量を増やしたり書き表し方を
工夫したりし、表現のよさを見つけ
合いながら詩を書こうとしている。

様子や行動、気持ちや性格を表す
語彙の量を増し、文章の中で使うと
ともに、言葉には役割による語句の
まとまりがあることを理解し、語彙
を豊かにしている。

主語と述語との関係、修飾と被修
飾との関係、指示する語句と接続す
る語句の役割、段落の役割について
理解している。

読書が、必要な知識や情報を得る
ことに役立つことに気付いている。

「書くこと」において、登場人物や場面
設定、事件とその結末など、物語の基本的
な構成や、話の筋を考えている。

「書くこと」において、主人公の性格を
設定し、その性格を表す行動や会話を工夫
して書いている。

「書くこと」において、物語を読み合
い、主人公の設定や、事件とその解決が繰
り返される構成の書き方の巧みさなどにつ
いて感想を伝え合うとともに、自分の文章
の内容や表現のよいところを見付けてい
る。

物語を書く活動を通して、学習課
題に沿って物語の構成や登場人物の
設定を考え、必要な語彙や書きぶり
など読み手を意識しながら工夫して
書こうとしている。

Ｃ　「読むこと」の評価規準
知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

主語と述語との関係、修飾と被修
飾との関係、指示する語句と接続す
る語句の役割、意味段落等を捉え、
その役割を理解している。

考えとそれを支える理由や事例、
全体と中心など情報と情報との関係
について理解している。

「読むこと」において、「始め－中－終
わり」などの段落のまとまりや、考えとそ
の事例などの段落相互の関係を捉え、自分
の説明の仕方の全体構成を考えている。

「読むこと」において、中心となる語や
文を選んで、元の表現を生かしたり自分の
言葉を用いたりして、分かったことが端的
に説明できるよう分量を考えて要約してい
る。

「読むこと」において、文章を読んで興
味をもったことや初めて知ったことなどに
ついて、感想や自分の考えをまとめ、伝え
ている。

説明的な文章を読んで、理由や事
例などの段落相互の関係に着目して
構成を考えたり、本文を引用したり
して積極的に自分が分かったことを
説明しようとしている。

主語と述語との関係、修飾と被修
飾との関係、指示する語句と接続す
る語句の役割、段落の役割等につい
て理解している。

比較や分類の仕方を理解し、情報
を整理している。

「読むこと」において、結論とその理由
などの段落相互の関係に着目し、調査の道
筋や考えの進め方を捉えている。

「読むこと」において、自分が興味を
もったことが伝わるように、必要な情報を
見付け、自分の言葉で言い換えるなどしな
がら要約している。

「読むこと」において、文章を読んで理
解したことについて、自分の体験や既知の
内容と結び付けて自分の考えを形成してい
る。

「読むこと」において、文章を読んで最
も興味をもったことなど感じたことや考え
たことを発表し合い、他者の感じ方のよさ
に気付いている。

説明的な文章を読んで考えをまと
めるために、段落相互の関係に着目
し、必要な情報を短くまとめたり、
自分が分かったことや考えたことを
本文を引用しながら意見を述べ合っ
たりして、積極的に互いの感じ方や
考え方のよさを認め合おうとしてい
る。

「記録や報告の文章を読み意見を述べる活動」

「説明・解説した文章を読み説明する活動」

「詩を書く活動」を通した指導

「物語を書く活動」



様子や行動、気持ちや性格を表す
語句や、感想、紹介の語句の量を増
している。

紹介したい部分や場面の様子がよ
く分かるように音読している。

新しい世界に触れて自分の興味が
広がる楽しさを味わい、本の種類な
ど読書の幅を広げている。

「読むこと」において、登場人物の紹介
をするため、行動や気持ちなどについて、
境遇や行動の背景など複数の叙述を基に捉
えている。

「読むこと」において、話の面白さを説
明するため、登場人物の気持ちの変化や性
格、情景について、複数の叙述を関連付
け、場面の移り変わりと結び付けて具体的
に想像している。

「読むこと」において、自分が選んだ本
について、自分が文章をどのように捉え、
理解したのかを基に、選んだ理由を明らか
にして紹介している。

紹介したい本について説明するた
めに自らいろいろなジャンルの本を
選んで繰り返し読み、登場人物の気
持ちの変化や性格を複数の叙述を関
連付けて具体的に想像したり、自分
の考えにぴったり合う紹介の言葉を
選んだりして、本を選んだ理由を明
らかにしながら紹介しようとしてい
る。

様子や行動、気持ちや性格を表す
語句の量を増し、読書会の中で感想
語彙を使っている。

読書によって、新しい世界に触れ
て自分の興味が広がる楽しさを味わ
い、自分の読書の幅を広げている。

「読むこと」において、複数の叙述を結
び付け、気持ちの変化や変化のきっかけ、
登場人物の性格を思い描いたり、場面の移
り変わりとともに変化する登場人物の気持
ちと併せて情景を想像したりしている。

「読むこと」において、文章を読んで感
じたことや考えたことを共有し、文章のど
こに着目しているか、どのような思考や感
情、経験と結び付けて読んでいるかによっ
て一人ひとり違いがあることに気付き、互
いの考えを理解している。

読書会をするために、文章のどこ
に着目し、どのような思考や感情、
経験と結び付けて読んだかを明らか
にしながら、物語を繰り返し読み、
自分の感想や考えを述べようとして
いる。

事柄や人物などの様子や特徴を表
す語句、人物などの行動や気持ちを
表す語句の量を増している。

詩の内容や情景を想像し、自分の
思いと合わせながら音読している。

「読むこと」において、詩が凝縮した表
現であること、普通の文章とは違った改行
形式や連による構成になっていることな
ど、詩の基本的な特徴を理解している。

「読むこと」において、詩を読んで印象
的な表現を捉えたり、伝わってくる情景を
想像したりしている。

「読むこと」において、詩集を読んで感
じたことを発表し合い、一人ひとりに伝
わってくる情景や印象について違いのある
ことに気付いている。

詩の特徴に気付き、印象的な表現
を捉えたり情景を想像したりして読
み味わい、一人ひとりの感じ方の違
いに気付いたり、好きな詩を見付け
たりしながら、楽しんで詩集を読も
うとしている。

「詩を読む活動」

「読書会をする活動」

「本の紹介をする活動」



比較や分類の仕方、必要な語句の
書き留め方、引用の仕方や出典の示
し方、辞書や事典の使い方を理解し
使っている。

疑問に思っていることが解決する
など、読書が必要な知識や情報を得
ることに役立つことに気付き、必要
な本の選び方を身に付けている。

「読むこと」において、自分の課題につ
いて調べるために、事典や図鑑などから必
要な情報を見付け、中心となる語や文を選
び分量を考えて要約している。

「読むこと」において、文章をどのよう
に捉え、理解したのか、疑問点や更に知り
たい点は何かなどを見いだして、感想や考
えをもっている。

「読むこと」において、自分の課題を解
決するために、読みたい内容と関連する他
の本や文章を探して読み、考えたり理解し
たりしたことを共有して、他者の感じ方な
どのよさに気付いている。

自分の課題を解決するために、解
説の手掛かりとなる本や文章を検索
して見付けたり、さらに知りたいこ
とを粘り強く調べたりして、文や文
章の選び方や要約の仕方を工夫し
て、自分の考えをまとめようとして
いる。

「書写」の評価規準
知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

部首と他の部分との組立て方（左
右、上下、内外など）を意識して、
誰もが読みやすいように形を整えて
書いている。
行の中心や行間、字間がそろって

いるかなど、文字配列や複数の文字
列に注意して書いている。
筆圧を変化させる左右払いやほぼ

等しい筆圧で書く横画など、画の書
き方と筆圧を関連付けて書いてい
る。

相手や目的に応じて文字の大きさや配列
について見直したり、グループなどでより
よい表現について話し合ったりしながら書
いている。

伝えたいことをよりよく表現する
ために、行の中心や行間、字間がそ
ろっているかなどを繰り返し考えた
りしながら書こうとしている。

部首と他の部分との組立て方（左
右、上下、内外など）を意識して、
メモを渡す相手が読みやすいように
形を整えて書いている。
メモを渡す相手が読みやすいよう

に行の中心や行間、字間がそろって
いるかなど、文字配列や複数の文字
列に注意して書いている。
メモを渡す相手が読みやすいよう

に筆圧を変化させる左右払いやほぼ
等しい筆圧で書く横画など、画の書
き方と筆圧を関連付けて書いてい
る。

文字の大きさ、行間などを考え、相手が
読みやすいように書いている。

書く場面の状況によって書く速さが決
まってくることを理解して書いている。

目的に応じた速さで効果的に書く
ために、行の中心や行間、字間がそ
ろっているかなどを考えながら、相
手が読みやすいように積極的にメモ
を取ろうとしている。

部首と他の部分との組立て方
（左右、上下、内外など）を意識
して、自分が読み返したときに読
みやすいように形を整えて書いて
いる。

文字の大きさ、行間などを考え、相
手が読みやすいように書いている。

書く場面の状況によって書く速さが
決まってくることを理解して書いてい
る。

目的に応じた速さで効果的に書く
ために、行の中心や行間、字間がそ
ろっているかなどを考えながら、積
極的にメモを取ろうとしている。

「ポスターを書く活動」

「相手に伝えるために伝達メモをとる活動」

「自分のために聞き取りメモをとる活動」

「課題について調べてまとめる活動」



部首と他の部分との組立て方（左
右、上下、内外など）を意識して、
手紙を送る相手が読みやすいように
形を整えて書いている。
漢字や仮名の大きさ、配列、行の

中心や行間、字間など、文字配列や
複数の文字列に注意して書いてい
る。
毛筆を使用して点画の書き方への

理解を深め、筆圧などに注意して書
いている。

相手に思いが伝わるように目的に合った
適切な形式に沿って書いているか、文字の
大きさを工夫しているかなどを考えて書い
ている。

相手に思いが伝わるように、相手
や目的に応じて、漢字や仮名の大き
さ、配列、行の中心や行間、字間な
どを考えながら、進んで手紙を書こ
うとしている。

毛筆の姿勢や筆の持ち方を理解し
て、形を整えて毛筆で書いている。
仮名は漢字よりも小さく書くと

いった文字の大きさ、配列などに注
意して書いている。
毛筆を使用して点画の書き方への

理解を深め、筆圧などに注意して書
いている。

これまで受け継がれてきた我が国の豊か
な文字文化を理解し、身近な文字を毛筆で
表すことの意味を考えて書初めを書いてい
る。

我が国の豊かな文字文化を理解
し、身近な文字を毛筆で表すことの
意味を考えながら、今までの学習を
生かして進んで書初めを書こうとし
ている。

「書初めを書く活動」

「手紙を書く活動」


